
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　for 　Behavlor 　Analysls 〔JABA ）

P1 −11　 日本行動分析学会　第 32 回年次大会
　　　　（2014 年 6月 27 〜29 日　弘前大学）

弁別回避行動に及ぼすタイ厶 ア ウ ト時間の効果（2）
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　　　　　　　　　 問題と目的

　 回避行動の研究 にお い て
， 電気シ ョ ッ ク に 代わ る嫌悪刺

激の 同定が過去 に行わ れ て きた。Thomas（1965）は タイ ム ア

ウ ト （TO ）を用い て，ハ トを対象に フ リーオ ペ ラ ン ト回避

手続きを適用 し
， 回避場面におい て Φ0が 電気 シ ョ ッ ク と類

似 した機能を持 っ こ とを明 らか に した。Baron＆KaUfman

（1966）は大学生を対象 に ， 教示に よっ て TO 回避行動の 獲

得が促進され る こ とを示 した ，

　腰冢 ・小野 （2013）は，弁別 回避 行動 に及 ぼす タイ ム ア

ウ ト時間 の 効果を調 べ る実験に お い て ，持続時間が 異なる

3種 類の TO を設 定 し，次 に予 定され た90 の 持続時間 とそ

の 弁別刺激との 関連につ い て 教示 した。そ の 結果，回避率

は長い TO を知 らせ る弁別刺激下で 最も高く，短い ro を知

らせ る弁別刺激下 で最も低か っ た。しか し，そ の 差が経験

に よ るTO の 嫌悪陸の 違い によ る もの か，教示 に よっ て誘導

され た反応で あ るか の 判別が困難 で あっ た。

　そ こで 本研究で は，TO の長 さおよび弁別刺激につ い て の

教示を与えず に，TO の持続時間の効果を検討 したD

　　　　　　　　　　　 方法

　参加者　大学生および大学院生 8 名 （20 「 26歳 ：女陸5 名，

男性 3名）

　装置　タ ッチ モ ニ ターを刺激提示 お よび反応装置と して

使用 し，モ ニ タ
ー

の 背後にス ピーカー
を設置 した。

　手続 き　VI10秒 ス ケジ ュ
ー

ル で ボ タン 押し行動が得点に

よ っ て強化され る課題 中に ， 時々 皿）が出現 した。 実験は ，

初めにro 回避が不可能な第 1 フ ェ イズ を行い ，次にTO 回避

が可能な第 2 フ ェ イ ズ を実施 した。2 つ の フ ェ イ ズ の 違い は

TD 回避が可能なボタ ン提示 の有無の み で ， それ以 外は同 じ

だ っ た。

　第 1 フ ェ イ ズ の モ ニ ター
画面右側に は，得点 ボ タ ン と得点

カ ウン タ
ー

を提示 し た。得点ボ タン の色は，次 に 来るro の

長さが10秒の 時は緑，30秒の 時はオ レ ン ジ，60秒の 時は赤で

表示 し，強化ス ケ ジ ュ
ー

ル が有効なタイ ム イ ン （TD の 30

秒間に提示 した。

　第 2 フ ェ イズ で は，画面左側に園避ボ タン を追加 した。回

避ボ タン は ，

一
回押すと次に予定されたTO を省略する こ と

がで きるが，
一

回押す毎 に反 応 コ ス トとして獲得 した得点 か

ら1点が減 点され た。IO が省略 された場合は弁別束「嫐 の 色が

変わり，次の皿 が ス タ
ー

トした。回避 ボタンへの 反応がなけ

れば， 30秒後にT（）が開始 した。

　lK）中，画面は 黒くな り，ボタ ン や得点カ ウン ターは表示

されなかっ た 実験は各フ ェ イズ1  点獲1鞭 終了 した

　参加 者に は，第 1 フ ェ イ ズ で は 1000 点獲得す る と実験が

終了す る こ と と，画面が黒 くな る こ とが故障で は ない こ と

の み ， 第2 フ ニ イ ズで は ， 終了基準および 右側 の ボ タン は

今 ま で と同 じで ある こ とと，左側の ボ タ ン は 画面が黒くな

るの を防ぐこ とがで き る こ とを教示 した。

　　　　　　　　　　　結果

　参力睹 8名中 7 名が 回避 ボ タン に持 続的に反応 した。図

1 に は弁別刺激 ご とに予定されて い たTO の うち，回避 した

TO 数 の 平 均回避 率 を示 した。丸 の プロ ッ トは今 回の データ，

四 角 い プ ロ ッ トは 腰冢 ・小 野 （2013）の データで あ る。
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図 1　 各弁別刺激の 平均TO回避率

　教示 な しの グル
ー
プに お ける参加者間の 回避率の 幅は，

弁別 刺激 が緑の 時 に0 − 1，オ レ ン ジ で 0 −1，赤 で．05 −，93

だ っ た。一
方，教示 ありグル

ープ は弁別刺激が緑 の 時は0
−．50，オ レ ン ジで0 −．83，赤 は，1 −．91で あ り，総体として

TO が 長 くな るにつ れ 回 避率が上昇した。各刺激 下 にお け る

反応数 は，初 めはやや多く，後半は ほ ぼ 1 に近い 値を示 し

惣

　　　　　　　　　　　 擦

　ほ とん どの 参加者がTO 回避 が 可 能なフ ェ イ ズ ですぐに

回避行動を示 した。こ れは，教示による腰冢 ・小野 （2013）

と
一

致す る。しか し，弁別刺激 の 色に よる回避率に は，教

示 の 有無に よ っ て結果に大 きな違い が生 じた 。 弁別刺激 と

TO 持続時間の 関連を教示 に よ っ て知らされ た参加者は，
TO が 長くなるの に対応 し て 回避率が上昇 して い る。一

方 ，

教示 がなか っ た今 回 の参加者 は全て の 刺激 で安定 した高い

回避率を見せ，同様の 結果に はならなか っ た。この 結果 か

ら，教示がTO の 持続時間に対する感受性を高めてい た可能

性が示 唆された
。
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